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P−97　　エ ン ドトキ シンが マ ウ ス 造精能 に及 ぼす影響
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【目的】エ ン ド トキ シ ン が精子運 動 能に抑制的 に作用 す る こ とは報告され て い る が造精能に 雉 して は どの よ うな影響を及 ぼ すの か

は不明で あ る．そ こ で エ ン ド トキ シ ン の 造精能に 対する影響を明 らか に する ため ，LPS （lipopolysaccharide）を投与 したマ ウ ス を

用い ，精巣にお ける ア ポ トーシス細胞の 発現を TUNEL 法を用い て検出し，さらには TNF 一α の 局在を免疫紐織化学的 に検討 した．
【方法】IcR 系 マ ウ ス を粥い 生 食投与群 （A 群）LPSIooμg〆kg／day投与群 （B 群）LPslooOpLg／kg／day投与群 （C 群）の 3群 に分

け 7 日間連続 して腹腔内投与 を行っ た．翌 日に精 巣 を摘 出 し固定 後，パ ラ フ ィ ン切片 と凍結切片を作製 した．パ ラ フ ィ ン切片を用

い て TUNEL 法を行い ア ポ トーシ ス 細胞を検出 し， 精細管内に お ける 陽性細胞比率（apoptotic 　index）を算出 し各群 間で比 較 した．
また凍結切 片で は抗 TNF 一

α 抗体 を用 い 免疫組織化学的にそ の 局在を検討 した．更に 【血清中の teststerone値を測定 し各群 問で 比

較 した．
【成績】TUNEL 法に おける検討で は各群の apoptotic 　indexは A 群28．7± 6．68B　ff3e．6　±　6．08C　9e72．0± 20．73で あ り，C 群 は 他の 2 群
に比 較 して 有意 に 高 値 で あ っ た．TNF 一α の 局在は C 群にお い て の み精細管外の Leydig細胞，結合織細胞に強い 局在を認め た．血

清 teststerone値 は A 群 1．77 ± 1．29ng／mlB 群 4．90圭 6．80C 群17．33± 18．49で あり有意差は ない もの の C 群で 高い 傾向で あっ た．
【結論1エ ン ド トキ シ ン投与に よ り精巣内に ア ポ トーシ ス 細胞が 誘導され る こ とが 明 らか とな っ た．こ の 事は感染に よ りア ポ トーシ

ス 細胞が誘導され造精能が抑制される こ とが示唆され，こ の 経路に は teststeroneを介 さずに TNF 一
α を介 した 経路 が 関与 し て い

る 可能性が示唆 された．

P −98　 精漿中 CX3C ケ モ カ イ ン （fractalkine）濃度の 解析
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【目的lCX3Cケ モ カ イ ン で あ る fractalkine（FRK ）は ， 血 管内皮 や 神経 にお い て 産生されて い るが ， 生殖領域 に お ける 機能

は 解明 され て い な い ．本 研 究 で は精漿中の FRK 濃度 を測定 し精子所見 との 関連 に つ い て 検討 した．
【方法】informed　consent を得 た上 で 当院に おける 不妊患者配偶者と健常男性 か ら精液 を採取 した．精漿中の FRK の 発現を
Western 　blot　analysis を用 い て 解析 し， さ らに densitometryに て そ の 濃度 を測定 した．精液検査 は WHO の 基準 に 基 づ い て

行い
， FRK 濃度との関連に つ い て検討 した．精漿中の IL−8濃度 は ELISA を用 い て測定 した．また精液中に FRK の レセ プ ター

（CX3CR ）を 有す る 白 血球 が存在する か 否か に つ い て 精液中の 白血 球か らRNA を抽出 し RT・PCR を用い て CX3CR の 存在を

検討 した．
【成績1精漿中 FRK 濃度 は 不 妊患者 astllenozoospermia 群 （n ＝ 58）で 0．64± O．04pt　g／ml ，非 asthenozoospermia 群 （n ・・22）で

O．94± O．10μg／ml ， 健常男性群 （n ＝10）で 1．04± 0．07μg ／ml で あ り，不妊患者 asthenozoospermia で有意 に低値を示 した．精
漿中 の FRK 濃 度 と IL−8濃度 と の 間に は相関は なか っ た． ・

方 ， 膿精子症合併の 有無 に よ る差i異 は認 め られ な か っ た．さらに

RT ・PCR に よ っ て 精液中白血［球に おい て CX3CRmRNA が 発現 して い る もの が あ る こ とが確認 され た．
【結論】ヒ ト精漿 に お い て FRK 蛋 白が 存 在 し ， 精 子 運 動 能 と関連 して い る可 能性 が あ る．また精漿中の FRK に よ っ て精液中
に CX3CR 陽性白血球が 遊 走 さ れ て い る こ とが 明 らか となり，感染防御機構 に 関与して い る こ とが 示唆 さ れ た．

P −99　 45，X〆46，　X ，r （Y ）／46．　X ，dic　r （Y ：Y ）モ ザ イ ク 不妊男性 の 精子染色体分析

大 阪
・IVF 大 阪 ク り ご ッ ク   広 島大

2

，国 Lk 南和 歌 山病 院
3

中岡義晴
L
， 岩本英熙

瓦

， 岡 田 英 孝
1
， 福 田愛作

L
，森本義晴

1
，佐村　修

2
，三 春範夫

2
，大濱紘 三

z
， 南 晋

症 例 は37歳男性，不妊治療 目的 に て 当院を紹介受診 した．精液所見 は精液景 8ml， 精子濃度0．4　x 　106／ml ，運動率20．5％，奇形

率59．1％ で 重症乏精子
一
精子無力症を呈 して い た．末梢 血 リ ン パ 球 を用 い た 染色体検査 で の 核型 は 45，X ！46，　X，r （Y）（pll．3q

I2）／46，　X，dic　r （Y ；Y）（pl1 ．3q12；pll ．3ql2）とモ ザ イ ク を呈 し，各々 の 割合は72／23，・「5で あ っ た．顕微授精を行うに際 し，児
へ の 遺伝学的 な影響 を考慮 し遺 伝相談 を行 っ た後，精子染色体分析を実 施す る こ と と した．精 子 染 色 体 分 析 は 18番，X ，　Y 染色

体の セ ン 1・ロ メ ア に特異的なプ ロ ーブ （CEPI8，　CEPX ，　CEPY ：Vysis社）を 同時 に用 い た three 　color 　fluorescence量n 　situ　hy・
bridization（FISH ）法を行い ，蛍光顕微鏡

．．
ドに 1332個 の 精 子核 を 分析 した．そ の 結果，18番，　 X ，　Y 染色体を（18／X）， （18／Y ），

（18／XY ）， （18／0）， （18，fXYY ）で持 つ 精子 の 割合は各々 39％ ， 25％，16％，14％，1％ で あっ た．したが っ て．性染色体 に 関 し

て は 39％ の 精子が 正常で ， 受精 して も児 に大 きな異 常 を起 こ さない とさ れ る r （Y ）（p1L3q12 ）精子 も含 め る と64％ の 精 子 が

正常精子 と考 え られ た．こ の 結果 を も とに 1’分な イ ン フ ォ
ーム ドコ ンセ ン トを行 っ た後 ， 本人 の 希望 の も とに顕 微授精 を 施行

した．GnRHa ロ ン グ法に よる 卵巣刺激 を行い ，成熟卵 6 個を採取 し顕 微 授 精 を行 っ た．2個 （33．3％ ）受 精 した が，胚 は 形態

不良の た め胚移植に 至らなか っ た．本症例 の よ うに不 妊男性 が 染色体異常 を持 つ 場合，FISH 法 に よ る精子染色体分析を行い

正 しい 遺伝情報 を提供する こ とは ，生殖領域の 遺伝相談を行 う上 で 大 変 重 要 で あ る と考え られ た．
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